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複 誰性 尿路 感染症 に対 す るDL-8280の 使 用経験

守屋 至 ・土田正義

秋田大学医学部泌尿器科学教室

(主任:土 田正義教授)

複雑性尿路感染症36例 に対 し,原 則 と してDL-8280 1日 量400mgを2回 に分割 し,5日 間連続

投与 した。 この うちUTI薬 効評価基準に準ずる ものは24例 であ り,そ の結果 は以下の成績 であった。

1) 総 合臨床効果は24例 中著効7例(29.2%),有 効12例(50.0%),無 効5例(20.8%)で 総合有効

率は79.2%で あった。

2) 細菌学的効果は全38株 の うち35株 に消失 を認 め,消 失率は92.1%で あった。 またP. aerugi-

nosaで は5株 すべ てに消失 を認めた。

3) 副作用 として1例 にのみ軽度の発疹 を認 めた。

DL-8280は1980年 第一製薬(株)研 究所において新規に合成さ

れたオキサ ジン系の合成抗菌剤1)である(Fig. 1)。In vitroで

の抗菌力試験の結果,本 剤は グラム陰性のみな らず,陽 性 の好

気性菌に対 して幅広い 抗菌 スペ ク トル と強い 殺菌 力を有 してお

り,ま た嫌気性菌に対 しても 優れた抗菌 力を示すこ とが 確認 さ

れている2)。

今回,私 達は 複雑性尿路感染症に対す る 本剤の臨床的 評価 を

行 う機会を得たので,そ の成績 を報告する。

Fig. 1 Chemical structure of DL-8280

1. 対象および方法

対象は秋 田大学泌 尿器科 および その関連施 設 の 患 者

36例 を対象 とした。性別 は男性17例,女 性19例 と ほ

ぼ同数であった。内訳 は複雑性膀胱炎23例,複 雑 性 腎

盂腎炎13例 で,そ の うちUTI薬 効評価基準(第 二版)3)

に準ずるものは24例 であった。

原則 としてDL-8280の 投与 は1日 量400mgを 朝,夕

2回 に分けて経 口投与 し,投 与期 間は5日 間 とし て,そ

の間に併用薬剤は使 用 しなかった。 なお原則 として投与

期間延長 の際は投与 開始5日 後 に判定 した。

臨床効果の判定 は主 にUTI薬 効評価基準 の患者条件

を満 した複雑性尿路感染症24例 について行 っ た。 ま た

副作用 の検討は全症例について,投 与期間中の 自他覚的

副作用 の有無 の観察,お よび臨床 検査 値の推移 を もとに

行った。

II. 成 績

1) 臨床効 果

全症例 の詳細 をTable 1に 一括 した。

検討症例36例 の臨床成績 をTable 2に 示 した。主治

医判定 にて複雑性膀胱 炎では23例 中 著 効13例(59.1

%),有 効7例(31.8%)で,有 効率90.9%で あった。

また複雑性腎盂腎炎では13例 中著効4例(30.8%),有

効4例(30.8%)で,有 効率61.5%で あ った。

UTI薬 効 評価基準 に準ず る症例に対する総 合臨 床 効

果 では24例 中著効7例(29.2%),有 効12例(50.0%),

無効5例(20.8%)で 総合有 効 率 は79.2%で あ っ た

(Table 3)。

また,上 記薬効評価基準 の群別に従 っ て 分 類 し,全

24例 の群別臨床効果 をまとめた ものがTable 4で ある。

単独感 染13例 では,第1群(カ テーテル留置 症 例)

4例 では,著 効2例,有 効2例 であ り有効率100%,第3

群(そ の他の上部尿路感染症)5例 では,著 効2例,有

効3例 であ り有効率100%を 示 している。 また,第2群

(前立腺術後感染症)2例,第4群(そ の他 の下部尿路感

染症)2例 ではそれぞれ有効率50.0%,50.0%で あ り,

単独感染13例 中11例(84.6%)が 有効以上 であった。

つ ぎに混合感 染11例 では第5群(カ テーテル 留 置 症

例)7例 では有効 率57.1%で あ り,第6群(カ テーテル

非留置症例)4例 では有効率100%で,混 合感染11例 中

8例(72.7%)が 有効以上であ った。

2) 細 菌学的効果

UTI薬 効評価基準に準ずる症例 について,投 与前に尿

か ら分離 した菌 は計38株 であ り,こ の うち35株 に消失

を 認 め 消 失 率 は92-1%で あった。 またS. marcescens
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Table 2 Clinical efficacy by doctor's judgement

Table 3 Overall clinical efficacy in complicated UT I

Table 4 Overall clinical efficacy classified by the type of infection

6株,P. aeruginosa 5株 はす べ て消 失 して いた 。 投 与 後

出現菌 は合 計8株 認 め られCandidaが4株 と半 数 を 占

めた(Table 5)。

3) 抗菌力

投与前後に尿 中か ら分離 され た菌株 に対す る 本 剤 の

MICを,日 本化学療法学会のMIC測 定改訂法に準 じて

測定 した。測定成績 はTable 1のMIC記 入欄 に一括 し
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Table 5 Bacteriological response to DL-8280

て記載 した。E.coliを はじめとする グラム陰性菌 とと

もに,S.epidermidisな どのグラム陽性 菌に対 して も良

好 な抗菌力が認め られ た。

4)副 作用

効果判定不能例を も含 めて投与 した全36例 につ い て

副作用 としての 自他覚症状 を観察する と同時に,本 剤投

与前後 における検査所見 につ いて検討 し,Table6に 示

した。 また異常値 はTable1に 一括 して記載 した。

副作用 と思われる 自覚症状 は1例 も認 め られ な か っ

た。症例13でBUNが19.9→33.9mg/dl,ク レアチ ニ

ンが1.50→1.83mg/dlと 上昇 したが,投 与前 よ り腎機

能が低下 してお り,本 剤 との因果関係ははっき りしなか

った。症例27は 投与2日 目よ り全身に軽度 の発 疹 を認

めたが,自 覚症状 は認 めず投与 を続行するこ と が で き

た。投与終 了後 発疹 は消失 した。

III.考 案

DL-8280は 新 しいオ キサ ジン系の合成抗菌剤 で,グ ラ

ム陰性桿菌 に強い抗菌力 を有す るのみな らず,グ ラム陽

性菌 に対 して も優れた抗菌力を有する といわれて いる。

近縁抗菌剤 として は,ナ リジクス酸(NA),ピ ロ ミド

酸(PA),ピ ペ ミ ド酸(PPA)な どがすでに有用性が認

め られ市販 されてお り,ま た現在開発中の薬剤 には ミロ

キサシン(MLX),ノ ル フロキサシン(NFLX)な どが

ある。

DL-8280は 経 口投与に よ り速やかに血中および組 織

内に移行 し,し か も尿中にはほ とんど代謝され ることな

くほぼ完全に排泄 され ることが確認されてお り,そ のた

め尿路感染症 をは じめ とす る各種感 染症 の治療に対 し,

安全でかつ優れた効果 を示 す ことが期待 されている。今

回,私 達は複雑性尿路感 染症に対 して,原 則 として1日

量400mgを2回 に分 けて経 口投与 し,治 療成績を検討

した。

総 合臨床効果 としてUTI薬 効 評価基準に準ずる24例

の有効率 は79.2%と 従来 の治験成績 と比較 して極 めて

満足すべ き成績 が得 られ た。 しか も24例 中11例 とほぼ

半数が混 合感 染であ り,カ テーテル留置例が11例 と多

いに もかかわ らず79.2%も の高い有効率 を示 した。

今 回の治療成績 を上記薬効評価基準の群別による有効

率 でみる と,単 独感 染84.6%,混 合感染72.7%で あり,

ともに高 い有効率 を示 した。 また カテーテル留置例でも

第1群100%,第5群57.1%で あ り,カテーテル非留置

例(13例 中有効 以上11例)84.6%に 比べても満足すべ

き成績 が得 られた。

一方
,本 剤 の膿尿,細 菌尿 における改善度 についてみ
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ると,24例 中膿尿の正常化 ・改善 は13例(54.2%)と 半

数に過 ぎないに もかかわ らず,細 菌尿では陰 性 化 が17

例(70.8%)と 細菌尿 の改善が著明であった。

さらに細菌学的効果 について も,本 剤 投与前 に尿 中よ

り分離 された38株 中35株(92.1%)が 消失す るとい う

非常に満足すべき成績が得 られた。 また菌株数は少ない

もののP. aeruginosa 5株,S. marcescens 5株 すべてが

消失 したことは評価 できるもの と思 われ た。投与前に分

離 し得た尿中分離菌株 に対す る本剤のMICは 大多数が

1.56μg/ml以 下に認 められてお り,MICの 大小にかか

わらず良好な除菌効果が見 られた。

副作用 として1例 に全身に軽度の発疹 を認 めたが,掻

痒感等は自覚せず投与 を続行するこ とが できた。

今後本剤 は,そ の特長 を活用すれば,静 に最近増加 し

つつあるP. aeruginosa, S. marcescensを 含 むグ ラム陰

性菌や,グ ラム陽性菌 による感染症に対 し,重 要 な役割

を占める もの と思われ る。
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CLINICAL EXPERIENCE OF DL-8280 ON

COMPLICATED URINARY TRACT INFECTIONS

ITARU MORIYA and SEIGI TSUCHIDA

Department of Urology, Akita University, School of Medicine.

(Director: Prof. SEIGI TSUCHIDA)

DL-8280 was administered orally at a daily dose of 400mg for 5days to 36 patients with
complicated urinary tract infection. Clinical effectiveness of the drug was evaluated in 24 out
of 36 cases, and the following results were obtained.

1) Clinical response was excellent in 7 cases (29.2%), moderate in 12 cases (50.0%)
and poor in 5 cases (20.8%). The rate of effectiveness was 79.2%.

2) As to bacteriological effects, 35 (92.1%) out of 39 strains were eradicated. P. aeru-

ginosa was eradicated in all of 5 strains.
3) As to side effects, slight exanthema was observed in one case.


